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ヒアリの分布

気温にもとづくヒアリの分布ポテンシャル

アメリカにおけるヒアリの分布

日本は関東以南で定着可

➢ 中南米原産
➢ アメリカへは1930年頃に侵入
➢ 近年、オーストラリア

（2001）、台湾（2003）、中
国（2005）で定着

➢ 最適生育温度は30～32℃。幼
虫は24℃以上で成長（気温が
15℃あれば巣内は24℃を確保
可：成長は長期止まっても生
存可）



名称・形態
➢ 和名：ヒアリ，英名：red imported fire ant (RIFA)，学名：Solenopsis

invicta
➢ 頭部、胸部は赤褐色、腹部は黒褐色
➢ 働きアリの体サイズはバリエーションに富み、体長2.5mm～6mm
➢ 顕微鏡で観察すれば、日本のアリとの区別は容易

ヒアリやアカカミアリが
属するトフシアリ属は、
触角柄節が10節。日本の
アリ約280種のうち、在来
のトフシアリ属は2種のみ
で、両方とも体長1.5mm
の小型種

腹柄節（くびれ）が2節



ヒアリの仲間

※ヒアリ類の形態は互いに類似

ヒアリ Solenopsis
invicta

クロヒアリ S. richteri

アカカミアリ S. geminata



ヒアリ類の毒

大あごで咬みつき、腹部の毒針で
刺す

毒成分：
➢ 約95%はアルカロイド毒：ソレ

ノプシン（2-メチル-6-アルキル
ピペリジン）
→火傷のような痛みの原因。ヒ
アリの毒は、ヒアリ類の中で
上位。アカカミアリの4倍。

➢ タンパク質毒も0.1%ほど含む
（各種分解酵素）
→アナフィラキシーの原因。ハ
チ毒と交差反応する。アメリ
カでは年間約80名が死亡。

アルカロイド毒が細胞を殺し、
刺し痕に膿疱を作る



ヒアリ類の生態
➢ 日当たりの良い開けた場所に好んで営巣する。
➢ 単女王性と多女王性がある。
➢ 侵入地では、庭や公園などの生活圏にふつうに生息し（優

占種のひとつ）、地面に多数いるため、スズメバチやミツ
バチなどに比べ遭遇頻度がはるかに高い。そのため、人々
が最も注意を払っている害虫となっている。

➢ 雑食性（植物の密、アブラムシの分泌する甘露、小昆虫、
小動物、動物の死骸、生ごみなど）

コロニーが大きくなるとアリ塚をつ
くる。
小さなコロニーは目立たない。

フライドチキ
ン
の食べ残しに
群がるヒアリ









日本での発見状況

•ヒアリ (太字は複数回発見）

神戸港（兵庫）・横浜港（神奈川）・東京港（東京）・名古屋港（愛知）・清水港（静岡）

広島港（広島）・水島港（岡山）・博多港（福岡）・大阪南港（大阪）

狭山市（埼玉）・防府市（山口）・中津市（大分）・春日井市（愛知）・尼崎市（兵庫）

笠岡市（岡山）

•アカカミアリ

名古屋港（名古屋）・袋井市（静岡）・防府市（山口）岐阜市（愛知）・清水港（静岡）

四国中央市（愛媛）・常陸太田（茨城）・江東区（東京）・枚方市（大阪）・吉田町（静岡）
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68港湾におけるヒアリの調査・防除

大阪港編







一次調査の流れ



大阪港調査対象岸壁 調査用トラップ５００枚設置

設置：８月１７日
回収：８月２１日



Ｃ－１～４岸壁



Ｃ－１岸壁 トラップ配置図



Ｃ－１岸壁 トラップ調査結果（８月）
実施日 ヒアリ アカカミアリ その他 計

1 Ａ 8/22 ＞100 ＞100

2 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

3 Ａ 8/22 ＞100 ＞100

4 Ｂ 8/22

5 Ａ 8/22 5 5

6 Ｂ 8/22

7 Ａ 8/22 ＞100 ＞100

8 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

9 Ａ 8/22 ＞100 ＞100

10 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

11 Ａ 8/22 ＞100 ＞100

12 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

13 Ａ 8/22 1 1

14 Ｂ 8/22

15 Ａ 8/22

16 Ｂ 8/22

17 Ａ 8/22 14 14

18 Ｂ 8/22 30 30

19 Ａ 8/22 82 82

20 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

№
鑑別

有　　　・　　　無

トラップ
捕獲アリの有無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

トラップ種類
（A：むしむし探偵団）

（B：バグトラップ）

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

実施日 ヒアリ アカカミアリ その他 計

21 Ａ 8/22 ＞100 ＞100

22 Ｂ 8/22 3 3

23 Ａ 8/22 13 13

24 Ｂ 8/22

25 Ａ 8/22

26 Ｂ 8/22

27 Ａ 8/22 1 1

28 Ｂ 8/22 16 16

29 Ａ 8/22 2 2

30 Ｂ 8/22 3 3

31 Ａ 8/22

32 Ｂ 8/22

33 Ａ 8/22

34 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

35 Ａ 8/22

36 Ｂ 8/22 1 1

37 Ａ 8/22

38 Ｂ 8/22 ＞100 ＞100

39 Ａ 8/22 53 53

40 Ｂ 8/22

№
鑑別トラップ

捕獲アリの有無

トラップ種類
（A：むしむし探偵団）

（B：バグトラップ）

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無

有　　　・　　　無



ヒアリの侵略プロセスと対策

プロセス 状況 必要な対策

侵入
積み荷に紛れ女王を含むコロニーが
国内に持ち込まれる

防疫強化（水際対策）

野生化
持ち込まれた女王を含むコロニーが
野外に逃げ出し野生化

野生化巣の早期発見（水際）と根絶

拡散
野生化したコロニーが次世代繁殖虫
（翅蟻）を生産

野生化巣の早期発見（広域）と根絶

定着
国内産女王を持つ複数の野生コロ
ニーが存在し個体群が維持

広域に定着した場合は密度制御・共存



米国における化学的防除の推移
1930-1950年代：接触性殺虫剤によるアリ塚の個別処理

1957-1960年 ：ヘプタクロルの空中散布（接触性殺虫剤）

・根絶及び地域防除の試み

1962-1978年 ：Mirexベイト剤の空中散布

・根絶及び地域防除の試み

1980年 ：ヒドラメチルノンベイト剤（Amdro）

・Mirexベイト剤の最初の代替剤

1985ｰ2000年 ：IGR剤（ピリプロキシフェン）及びその他成分のベイト剤

の開発

2000年 ：長期残効性のフィプロニルの非ベイト剤

2004年 ：速効性のベイト剤（スピノサド・インドキサカルブ）

2006年以降：農作物に適用拡大

2013年 ：耐水性ベイト処方




